
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  打切り支給の規程がない一時金 

Ｑ：打切り支給の規程がない一時金が退職

所得として認められた判決があるそうですが

どんな内容だったのですか？  

 

Ａ：実質的に退職があったものと判断でき

るとして退職所得に該当するとしました。 

【解説】 

退職給与の打切り支給は、通達で、「その

支給をしたことにつき相当の理由があり、か

つ、その後は既往の在職年数を加味しないこ

ととしているときは、その支給した退職給与

の額は、その支給した日の属する事業年度の

損金の額に算入する」としています。 

この事件は、執行役員から執行役になった

際に支払われた一時金が「退職所得、一時恩

給その他の退職により一時に受ける給与及び

これらの性質を有する給与」に該当するかど

うかで争われたものですが、この会社の規程

では、役員退任時には、使用人時の在職年数

を加味するとされていたことから、税務当局

は退職給与を否認、これを納税者が不服とし

て裁判になったものです。 

判決では、打切り支給を明記する要件は、

退職金名義の金員が「これらの性質を有する

給与」に該当するかどうかの判断の重要な要

素になるが、勤務関係の性質、内容、労働条

件等において重大な変動があって形式的には

継続しているが、実質的には勤務関係の延長

とみられないなどの特別の事情があるときに

は、実質的に勤務関係が終了したものと同視

できるとしたうえで、本件については退職所

得であるとしました。当局は控訴しています。 
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